
第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名 第３分科会 開催回 第５回 

開催日 平成２２年２月１６日（火）１４：００～１５：００ 

区民 ５名  職 員 職員２名 

出席者 スローフード江戸東京  

内藤とうがらしプロジェクト 
１名 

①   内藤とうがらしの取り組みについて 主な協議の 

テーマ ②   秋の「花いっぱい運動」報告 

会議内容 

主な意見 

１ 「内藤とうがらし」の取り組みについて 
・スローフード江戸東京の代表者より取り組み概要の説明 
・取組み発表の様子を映像で確認 
 
 協働計画案 予算案【概 要】 
○平成２２年度 地区協議会・四谷中学校・四谷ひろばが協力し四谷地域で「内

藤とうがらし」の育成を試みる。 
○この計画は２～３年かけて地域に普及できるよう推進していく。 
 （各個人で種から育ててもらえることを目指す。） 
○種より１０００株の苗を育成し、地域に配布する計画とする。 
・協議会の負担：苗の育成は＠１００円で農家に依頼 

（１０００株×１００円＝１００，０００円） 
来年度予算案に第３分科会予算に計上する。 
（今年度２０万＋１０万＝３０万円の予算請求） 
○苗の配布方法案 
 日程：５月１５日（土）１４：００～   会場：四谷ひろば 
※申込者で当日受け取れない人は１５日以降２～３日以内に受け取りを願う。 
・配布時に育成方法の合同説明会、とうがらし売りの口上実演等 
イベント的要素を盛り込む。 

○周知方法 
 苗の希望者→４月に町会を通じて周知（町連は休会なので町会長に郵送） 
 ※現在スローフード江戸東京には３００名応募があった。残り７００株の募集 
○募集要項について 
 ・区の募集する「みどりのカーテンプロジェクト」（ゴーヤの苗配布）の募集

要項を参考に次回の会議で決定する。（たたき台を事務局で作成） 
 ・配布だけではなく、実った「とうがらし」を持ち寄り品評会、料理、など 
  「とうがらし祭り」のようなイベントを開催してはどうか。 
（とうがらし地蔵の復刻もあるとよいのではないか。） 
 
 

 



 

２ 花いっぱい運動について 【参加者募集について】 
（四谷第 6小学校） 
平成２２年度の募集について４月上旬に現在参加者に募集案内を送付する。 
道とみどりの課の助成金から切り替わり、まちづくり支援金による活動にな

り、苗代金１，０００円の負担があることを周知する。 
（四谷小学校） 
現在参加者は自動更新。平成２２年度の活動周知を四谷第６小学校と同じく

発送する。 
（花園小学校） 
活動を推進してくれる支援体制が整っていない現状なので募集はしない。 
今後、整い次第募集していきたい。 

 
３ 他 質疑応答 提案等 
 ○内藤とうがらし関連 
 Ｑ いつ頃植えるのか？ 
 Ａ ３月ごろ種をまき５月中旬には１０センチ程度の苗になる。 
 Ｑ 葉も食べられますか？ 
 Ａ 葉も、青い実も食べられます。赤い実は肉厚で生でも食べられます。料理

用途はひろいので楽しめます。また病害虫にも強いので農薬散布などは

いりません。（小さい苗のときは少しだけ虫がつくことがあります。） 
 Ｑ 辛さはどの程度ですか？ 
 Ａ 八房系なので鷹の爪にくらべるとマイルドです。（中辛程度） 
意見 ・「内藤とうがらし」の歴史的背景を説明したものをプランターに貼ると

よいのではないか。 
・とうがらしのＣＯ2削減の計測をしてエコ指数を出し、プランターに表
示するとエコロジー意識の普及啓発に役立つと思う。 

   ・みどりの協定補助では、ベランダでの栽培ができないが、協議会の補助

であれば可能になる。たくさんの人に楽しみながら育てて欲しいと思

う。 
   ・土のリサイクルを推進できるとよいと思う。燃えるゴミとして扱うこと

に抵抗がある。受け入れしてもらえるしくみができるとよいと思う。 
   ・「ツタンカーメンのさやえんどう」という珍しいえんどうを育ててみた。

最初 4粒だったが 60粒くらいに増えた。話題性のある植物の育成も楽
しい。 

４ 事務連絡 
  ・区長トークのテーマについて・・・検討して案を事務局に連絡する。 
  ・協議会広報誌について・・・第 3分科会の取組みを掲載 
 

次回日程 ３月１６日（火）１４：００～ 四谷特別出張所 会議室 


